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雌槻瀧枇
の告別式
入學式
三
十
週
年
の起算
而して九年六月十一一日には、第三部第三學年、同一一十一日には、第一部竝に第二部第三學年生徒の告別式を暴
行し、同七月十一日よりは、入畢試験も開始せられ、同九月十一一一日には、入學式も執行せられた。蓋し蕾規程に
依る最絡のものである。
創立と開校とは日を異にし、従って別箇のものとなってゐる所もあるが、本校に在りては、全く異語同義であ
る。故に吉岡校長より中橋文部大臣・關屋書記官等に宛てた信書には、本校三十週年とあり、事務分搭起案に
は、本校創立一一一十週年又は第三十週年とあり、庶務課から職員宛の同章竝に第五高等學校一覧には、開校第一一一十
週年とあるのでも分る。但、開校を古城時代とするか、龍南時代とするかは、見解の相違である。即ち前にも屡
迫申した通り、本校の創立は、明治一一十年四月で、人學式を墨行したのは、同年十一月のことであるので、開校
を以て入學式暴行と同義にすれば、創立も開校も同年である。従って、創立の明治二十年から算へると、大正九
年は、一一一十一一一年目に當ｂ、新校移韓から算へると、一一一十一年目に賞０、二十一一一年十月十日の新校開校式から算へ
ると、三十年目に富ろ。故に大正九年十月十日の記念式典は、新校移縛を以て創立とし、開校としたことになる
ので、この黙は昭和十二年の五十年記念が、古城蕾校の一一十年から起算したのと、その趣を異にするものであ
る。尤も、古城奮校の創立當初に入墨した人々も、新校開校と共に移り學んで、一一十五年七月十日を以て卒業し
たのであるから、何れにしたところで、大した愛ｂはないことは云ふまでもない。けれども、假ｂに一一一十週年の
記念事業の一つとして、校史を編纂したとするならば、その編者が、筆者と同様の關心を古城賞時に有したもの
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
鰹
に
断
言
出
來
な
い
の
で
あ
る
。
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式辞 職員
生
徒
の
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備
記念式の
概況
星書記官代調）、卒業生總代詞祇（大谷國吉）、
式酔、三十週年報告（杉山幹事）、職員總代祀詞
グルモノ蓬一一故ナキモノニアラザルナリ爾来ロヲ重ヌルコト絃二一一一十、人材ヲ出スコト既一一五千や加フル一一本
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それは兎も角として、’’’十年の歳月を閲したと云ふ一）とは、
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式賀祀念記年周十三『來賓祇詞（川口熊本縣知事・佐柳熊本市長。第七高等學校長。生駒
佐賀高等學校長・三浦熊本高等學校長）、祀電披露、文部大臣功
勢者表彰（杉山教授）、第五高等學校功欝者表彰、生徒紀念の歌
合唱を以て式を閉ぢ、來賓、職員、生徒の順を以て退場と記さ
れてゐる。
’’一
學校長式辮
十週國運ノ隆昌ハ人材ノ興起一一基キ人材ノ興起ハ教育ノ旺盛二由ル
躁是レ古今ノ常理ニシテ又世界現前ノ事象ナリ今ャ我ガ國聖明
二戸
念上一一在ハシ畳良之一一左右シ明治大正ノ文明弦二大成シテ燦然其
樹ノ光輝ヲ故チ国ハ世界五張ノ班一一列シ民ハ皇室無窮ノ恩一一浴
Ｊ癖ス筍クモ學問二志ス者雨朝興學ノ叡慮ヲ奉艘シテ孜々研鑑
く
以テ聖雫代ノ奎運二貢献セザルベヶンャ抑本校ハ創設以降賢二
一一一十四ノ星霞ヲ閲シ其ノ間幾多ノ愛遷ヲ經テ幸一一今日アルヲ致『■
セリ當初侭校舎ヨリ本校舍二移ルャ蓋シ嶮繊ノ境ヲ出デテ垣途
一一就クノ恩アリシナラム移縛ノ翌歳十月十日新校開校式ヲ學ゲ
」云ふことは、學校當局も、卒業生も、在校生も、往年の回顧と
現實の反省と、將來への希望とに充ち満ちてゐたこと曜後で
述べるやうな事柄を以て證明される。當時未だ同窓會なるもの
のなかった爲，同窓會から働きかけるやうなことはなかったに
しても、卒業生からの鱸金も可なり良好の成績を以て集まり、
それを龍南會に寄附したのである。學校としては、十日の式當
日に關してＴ接待・調度・庶務・受付の諸係を設け、龍南會と
しても、十一日午後の大運動會（午前には蝶剣・柔道を行ひ、
弓術・庭球・野球等は、雨天の爲中止）竝に十二日午前八時開
始の獣郊競走等に就いて、総務委員を始め一般生徒は勿論のこ
と、諸教授にも夫々の役員を依頼して、準備に遺漏なきを期し
てゐる。
十月十日午前十時を期して、待望の記念式は學行されたＣ生
徒、職員、來賓（百四十餘名）の順序を以て、式場たる薔濟美
館所定の位置に着席、開式が宣せられて、君が代合唱、學校長
（田上教授）、生徒總代祇詞（土倉総務委員）、文部大臣祀詞（開
１
J
■
曰
Ｐ
Ｌ
■
Ｆ
Ｄ
・
Ｂ
０
９
１
１
一
四
Ⅲ、■
１
－１
ア
ー
‐
で
ロ
■
？
”
ず
｜
肌、ⅧⅧトーｌＪｈ」
中橋
文
相
祀
詞
杉
山
教
授
に
對
す
る
文
部
大
臣
の
感
謝
壯
依
リ
テ
｜
段
ノ
攝
悟
ヲ
微
シ
更
一
一
大
一
一
眞
撃
ノ
氣
象
卜
剛
毅
ノ
精
励
ト
ヲ
作
興
シ
以
テ
自
奮
自
彊
ノ
功
ヲ
積
マ
パ
他
日
國
家
須
要
ノ
人
材
ト
ナ
リ
テ
上
ハ
皇
室
渥
澤
ノ
萬
一
一
一
奉
答
シ
下
ハ
世
界
文
明
ノ
進
展
一
一
参
賛
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ム
本
日
文
部
大
臣
代
理
官
ハ
特
一
一
束
都
ヨ
リ
閣
下
各
位
ハ
幸
一
一
遠
近
ヨ
リ
臨
場
セ
ラ
レ
乃
チ
愛
一
一
開
校
記
念
第
一
一
一
十
週
年
式
典
ヲ
行
フ
ヲ
得
ル
ハ
予
ノ
深
ク
感
謝
ス
ﾛ
第
一
一
章
第
五
高
等
學
校
後
期
一
一
一
一
一
ハ
校
ノ
分
身
ダ
ル
長
崎
醤
學
専
門
事
校
及
熊
本
高
等
エ
業
學
校
ハ
校
運
隆
々
ト
シ
テ
僚
校
／
間
一
一
卓
越
シ
前
者
ハ
將
二
軍
科
大
學
’
一
昇
格
セ
ム
ト
ス
豈
一
一
顧
ミ
テ
誇
負
ス
ル
ト
コ
ロ
ナ
キ
ヲ
得
ム
ャ
然
し
ド
モ
事
一
一
當
リ
テ
大
成
ヲ
期
セ
ム
｜
｜
ハ
須
ク
彼
ヲ
願
ミ
テ
當
來
一
一
生
キ
ザ
ル
ペ
カ
ラ
ズ
般
湯
モ
沐
浴
ノ
磐
二
銘
シ
テ
筍
二
日
二
新
ニ
シ
テ
日
日
一
一
新
一
一
文
日
一
一
新
ナ
リ
ト
一
一
一
一
戸
ヘ
リ
古
人
目
ラ
響
ム
ル
ノ
P尹
ル
所
本
校
一
般
又
豈
之
ヲ
心
一
一
銘
セ
ザ
ラ
ム
ャ
柳
力
蕪
言
ヲ
陳
ジ
テ
式
僻
一
一
代
フ
Ⅲ
文
部
大
臣
祇
詞
本
日
第
五
高
等
學
校
ガ
一
一
一
十
年
記
念
式
ヲ
暴
行
セ
ラ
レ
ル
’
一
當
ツ
テ
一
一
一
一
一
戸
祇
詞
ヲ
申
述
べ
マ
ス
。
願
フ
ニ
本
校
明
治
一
一
十
一
一
一
年
十
月
十
日
初
メ
テ
盛
大
ナ
開
校
式
ヲ
墨
ゲ
ラ
レ
テ
以
来
、
今
日
一
一
至
ル
マ
デ
正
一
一
一
一
一
十
年
ノ
星
霜
ヲ
閲
シ
テ
居
り
マ
ス
・
此
ノ
間
業
ヲ
本
校
―
―
卒
ヘ
テ
最
高
ノ
學
府
二
進
ミ
今
ャ
壯
會
ノ
纒
要
ノ
地
歩
ヲ
占
〆
テ
國
運
ノ
進
展
二
貢
獣
シ
テ
居
ル
有
爲
ノ
人
士
ガ
顔
ル
多
数
二
上
ツ
テ
居
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
此
ノ
加
キ
ハ
畢
寛
多
年
ノ
間
本
校
當
事
者
諸
君
ガ
熱
心
共
職
一
一
霊
痒
セ
ラ
レ
タ
ル
結
果
一
一
外
ナ
ラ
ン
ノ
デ
誠
一
一
欣
快
ノ
至
一
一
榧
マ
セ
ヌ
。
今
ャ
錘
二
一
一
一
十
年
記
念
式
ヲ
墨
ゲ
、
開
校
ノ
當
時
ヲ
回
想
シ
更
一
一
大
一
一
將
來
ノ
護
展
一
一
努
力
セ
ラ
レ
ン
ト
ス
ル
ニ
當
ツ
テ
、
本
校
賞
皐
者
諸
君
ノ
感
懐
ハ
縛
堂
釦
ナ
ル
モ
ノ
ガ
ア
ラ
ウ
ト
恩
ヒ
マ
ス
。
私
ハ
諸
君
ガ
自
重
自
愛
サ
レ
テ
、
｜
ハ
以
テ
本
校
ノ
爲
〆
、
一
ハ
以
テ
帝
國
ノ
爲
〆
、
益
堂
御
精
勵
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
、
此
ノ
機
關
一
一
於
テ
切
二
希
望
シ
マ
ス
。
文
部
大
臣
中
橋
徳
五
即
大
正
九
年
十
月
十
日
文
部
大
臣
ノ
感
謝
状
第
五
高
等
學
校
教
授
從
四
位
動
三
等
杉
山
岩
三
郎
明
治
二
十
五
年
始
メ
テ
職
ヲ
第
五
高
等
學
校
一
一
泰
シ
爾
来
一
一
一
十
年
ノ
久
シ
キ
格
勤
精
勵
教
育
ノ
任
二
腐
り
功
績
恂
一
一
顧
箸
ナ
リ
ト
第
二
章
第
五
高
等
學
校
後
期
三
一
七
大
正
九
年
十
月
十
日
|、
ｌ１
ｉｌ
Ｆ
ｊ
Ｊ
０
■
２
Ⅱ
０
０
■
■
－
１
Ｊ
■
』
■
■
■
‐
Ⅱ
■
Ｌ
第
五
高
等
學
校
長
吉
岡
郷
南
(在現）樹･念妃年週十三
意
以
テ
日
夜
省
察
ノ
料
ト
ス
ペ
キ
ナ
リ
鉄
ミ
テ
催
レ
バ
錘
ノ
吉
歳
春
一
一
一
月
三
十
日
皇
太
子
殿
託
熊
本
一
一
行
啓
鶴
駕
本
校
一
一
臨
マ
セ
ラ
レ
本
・
可
勺
校
文
武
ノ
事
二
就
キ
テ
臺
覧
ヲ
腸
プ
従
来
本
丁
も
枝
ニ
ハ
親
王
殿
下
ノ
臺
覧
ア
ラ
セ
ラ
レ
タ
ル
コ
ト
｜
再
ナ
ラ
ズ
類
一
一
斯
ノ
寵
光
ヲ
荷
ヒ
テ
皇
室
ノ
慈
恩
露
ノ
如
ク
治
キ
モ
ノ
ア
リ
本
校
ノ
光
榮
是
一
一
於
テ
カ
大
ナ
リ
几
ソ
寵
光
愈
多
ケ
レ
バ
責
務
愈
厚
ク
光
榮
益
大
ナ
レ
パ
負
荷
益
重
シ
學
一
一
本
校
二
左
ル
着
荷
ク
モ
本
日
ノ
記
念
一
一
Ⅱ
い
り
Ｄ
卜
』
Ａ
ｌ
凸
印
鄙
伊
□
■
■
；
■
１
・
Ｊ
６
Ｐ
ｍ
Ｂ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
■
Ｉ
Ｅ
－
ｌ
１
ｌ
咽
ｐ
Ｐ
１
ｌ
叩
ｌ
１
ｈ
Ⅳ
■
■
『
■
■
可
：
Ⅷ蝋離徹
まで御統
監
後
の御動静
奉
迎
の
諸
準備 徹輔雌包
事業の数
ん 鯛鮴雌の
卜等が新に出来、大正十年決算書に依れば、野球競技場競走路修築費一一千二百十八圓を支出しＶ十一年度は、記
念植樹費十八回五十銭を支出してゐることを以て察することが出來よう。而してトラックの改造は、大正十四年
四月十一日、細川侯の臨場を以て、トラック開きを催してゐるのである
今上陛下には、肥筑の山野に於て行はせられる陸軍特別大演習御統監の爲、昭和六年十一月八日朝宮城御發篭、
横濱港にて御召艦榛名に御便乘、第八駆逐隊朝霧，狭霧、天霧の各艦を從へさせられ、海路御悲なく十日の夕佐
世保港外黒島沖に御假泊、翌十一日朝御上陸あらせられ、同日午後三時十五分熊本騨に御着、騨頭に街路に螺集
堵列する幾十萬人の奉迎を受けつく直に大本管たる偕行杜に入らせ給うだ。
かくて御休養もあらせられか、十一一・十一一一の雨日に亙りて、龍駁白雪號を召して、雨中も御厭ひなく御統監を
了らせ給ひ、十五日午前には帯山練兵場に於ける大観兵並に士一一聯隊管内に於ける御賜饒場に親臨、午後には山
口・九州・沖繩各縣消防組御親閲の後、一日一大本管に還御、縣下一一十一一一箇所に聖駕を杠げて、親しく地方の民情
學事を轡はせ給はんと、先づ熊本縣艤に行幸の後、直に本校に御臨幸あらせられたのである。
是より先、地方行幸係より此の通牒に接するや、我が校は俄に生氣と歓喜とに服ｂ、武藤校長の宮内省出頭を
始として行幸奉迎事務分掌規程を定めて、總務部・陳列係・競技係・生徒係・接待係・警備係・設備係。衛生
係・楽隊係・記録係・篇眞係・経理係の諸係を設け、學校奉迎の準備に精勵して萬遺漏なきを期したのであ
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龍南會の行事及び事業に就いては、第五高等學校開校三十週年記念祗賀會報告に依れば、職員卒業生生徒の鴎
出金總額八千四百九十九回一一銭の中、六千九百五十八回四十四銭を記念事業費として龍南會に寄贈し、龍南會は
それに依って、端艇新造及艇庫修築費補足、野球固定ネット建造費、庭球コート新設費、弓術道場修築費、記
念雑誌發行費補足、角力土俵修築費、ハードル購入費、記念植樹費、演説剣道柔道野球庭球相撲弓術大會費、山
岳美術各展覧會費、蓮動會補足、記念歌作譜謝禮、野球競技場競走路各修築費、其他に充てたのであるが、なほ
大正九年度龍南會費決算書に依れば、一一一十年記念帆賀會より四千六百一一十七圓一一一十一一一銭を受入れ、総務部より、
三十年記念ハードル、運動會費補助、記念作歌譜禮共一千七百十八回五十五銭、演説部、雑誌部、剣道部、柔道
部、弓術部、庭球部、山岳部等夫々の支出があり、弓術部の道場修築、庭球部のコート新設、野球部の固定ネッ
彰ス
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